
嶺町自治会長（自治会連合会 会長） 

自治会長および連合会会長としての抱負を聞く 

田中重次さんは、嶺町住民の支持を受け、３度

目の自治会長に推挙されました。また、豊富な経

験が買われ、連合会の会長にもなられました。田

中さんは、これまでも長い伝統のある大峯神社の

太々神楽を復活し、現在、太々神楽保存会会長と

しても活躍するなど、地域に貢献しています。自

治会長就任にあたり今後の抱負などをお聞きしま

したが、「超高齢化社会を迎えるに当たり、公共交

通の確保や買い物弱者などへの対応が重要な課題

になっている。また、残念ながら嶺町では長寿会

が無くなっており、これに代わる高齢者の活動支

援などを進める必要がある。」と話されました。 

嶺町を含む芳賀地区は高齢化率が非常に高くな

っており、新しい産業の育成、若者の支援なども

含めて魅力ある“まちづくり”が必要です。田中重

次さんのリーダシップに期待したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中 重次さん（たなか しげじ） 

昭和２３年生まれ、平成２７年度から現職。令和

元年度から連合会会長。大峯神社太々神楽保存会

会長。奥様と共に野菜中心の農業を営む。 

文責・嶺町生涯学習奨励員 井上 金治 

高花台一丁目自治会長（自治会連合会 副会長） 

やっぱり、明るく・楽しく・元気よく！ 

南雲玉充さんは、体格は堂々、笑顔が素晴らし

く、声は大きく性格は温厚、頭の良い人です。 

高花台一丁目自治会では、臨機応変に合理的で

適切な対応、適格な判断と指示で自治会の運営を

円滑に進めています。また、藤沢川河川緑地など

の清掃活動を一人で行ってしまう行動力をあわせ

持つ人です。 

「芳賀地区に住む皆さんが、大きな問題もなく

毎日を過ごせれば良いと思いますが、地域包括ケ

アや公共交通などは、地域に共通する課題です。

近々で解決することは難しいですが、地域全体で

課題を共有し、皆さんと一緒に解決策を考えてい

きたい。出来ることからやる。無理押しはしない。

ポジティブに明るく・楽しく・元気よく！を原則

に取り組んでいきたい。」と話していただきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南雲 玉充さん（なぐも よしみつ） 

昭和２５年３月生まれ、平成２９年度から現職。 

令和元年度から連合会副会長。趣味は水彩画、明

寿大学の仲間とスケッチ旅行が一番の楽しみ！ 

文責・高花台一丁目生涯学習奨励員 田村 泰彦 

※次回のあの人この人「自治会長編」は、８月１５日号以降に掲載予定です。 
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